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＜点 鐘＞ 会長 大保木 正博 

＜ロータリーソング＞ それでこそロータリー 

＜四つのテスト＞ 

＜本日のビジター＞ 

高山西ロータリークラブ 杉山 和宏 様 

 

 

＜会長の時間＞ 会長 大保木 正博 
 

先週 5月 29日(日)から 6月 1日(水)までソウルで RI国際

大会が開かれていました。参加されました剱田ガバナーエ

レクトご夫妻、伊藤さん、島さん、三枝さん、清水さんお

疲れ様でした。秋の地区大会の演出が更にサプライズアッ

プしたものになるかと

思います。 

さて 6月はロータリー親

睦活動月間です。「ロー

タリー親睦活動要覧」に

その説明がありますの

でご紹介させていただ

きます。 

ロータリー親睦活動に

ついて 

ロータリー親睦活動は、共通の職業や関心を持つロータリ

アンとその配偶者、そしてローターアクターから成る国際

的なグループで、各グループによって独自に運営されてい

ます。 

国際ロータリーでは、親睦活動グループの結成に関する方

針を定めています。 

新たに結成を望むグループは、公式認定を受ける前に、RI

理事会による審査を受ける必要があります。 

理事会による承認後、親睦グループは RI から独立し、独

自の規定、会費、管理体制をもって運営されることとなり

ます。 

会員資格を有するのは、ロータリアン、ロータリアンの配

偶者、およびローターアクターです。 

その会員は、ロータリー親睦活動を通じて楽しみを分かち

合い、国境を越えた親睦を深め、いっそう充実したロータ

リーの経験を味わうことができます。 

ロータリー親睦活動は、エスペラント語に関心を持つロー

タリアンが集まったことをきっかけに 1928 年に始まりま

した。 

その後、1947年には、ボートに関心のあるロータリアンの

グループが、自分たちの船にロータリーの旗を掲げ、自ら

をロータリアンの国際ヨット親睦グループと名乗りまし

た。 

現在、最も長く活動を行っているのが、このヨット親睦グ

ループです。今月の「ロータリーの友」縦組ページの 14

ページにはこのヨット親睦活動グループが紹介されてい

ますのでご覧ください。 

カヌーの親睦活動グループは、河川の清浄プロジェクトを

実施し、コンピューターの親睦活動グループは、各会員の

地元でパソコン研修を行い、スキューバダイビングのグル

ープは、ダイビング目的の旅行先でロータリーの奉仕活動

に参加しています。 

親睦活動の種類は、時を経るごとに増えてきましたが、そ

の目的は今日も変わっていません。それは、親睦の下にロ

ータリアンのつながりを築き、趣味や職業に関連した活動

を楽しむ機会を提供することです。 

 

(用語便覧 2008)より 

ロータリー親睦活動月間 (Rotary Fellowships Month)  

6 月は、レクリエーション活動や保健と医療問題に共通の

関心を寄せるロータリアンや、類似した職業を持つロータ

リアン同士の国際親善と善意の重要性を認識し、親睦活動

への参加の増加及びこのプログラムに対する理解を促進

するため、RI理事会によってロータリー親睦活動月間とし

て指定されたのである。 

ＲＩ理事会は、各親睦グループがプロジェクト、活動及び

催しを通して 6月の「ロータリー親睦活動月間」を祝う活

動を強調するよう奨励する。 

 

 

 

＜幹事報告＞  幹事 坂之上 健一 
 

◎国際ロータリー第 2630 地区ガバナーエレクト事務所よ

り 

 ・出席報告/ガバナー月信について 

＜高山市より＞ 

 ・第 57回外国人による日本語弁論大会開催のご案内 

  日時：6月 18日（土）13：15～ 

  会場：高山市民文化会館大ホール 

 

◆会長  大保木 正博   ◆幹事  坂之上 健一   ◆会報委員長 谷口 欣也  ◆会報担当 三枝 祥一 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 出席率 

本 日 

1092 回 
57 名 56 名 44 名 － 78.57％ 

前々回 

1090 回 
57 名 56 名 31 名 7 名 69.64% 

高山中央ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT WEEKLY REPORT 

2015～2016 年度 高山中央 RC 会長テーマ 

「外に発信 内に達成感 さあ行動しよう！」 

＜出席報告＞ 
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＜本日のプログラム＞     

出席プログラム委員会    坂家 副委員長 
 

本日は、平林委員長がお休みのため坂家が担当します。今

日のプログラムは剱田ガバナーエレクトの時間でござい

ます。ガバナーに向けて

の思い等卓話をお願い

します。また、5 月 29

日から 31日まで RI国際

大会（ソウル）に参加さ

れましたので感想も頂

けたら幸いに思います。

どうぞよろしくお願い

致します。 

 

 

「ガバナーエレクトの時間」  

剱田廣喜ガバナーエレクト 
 

今日はスピーチの機会を与えていただき誠に有難うござ
います。後一月もしますとガバナーの最も重要な任務であ
ります公式訪問がはじまります。その公式訪問を見据えて
今日は話をさせていただきたいと思います。 
ただ、これからお話しさせていただく事は、ロータリーの
先輩、先人が言われた事であり私も同感と思い皆さんにお
伝えするという事ですのでご理解を頂きたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
私達はこれまで（ロータリー）をあまりにも難しく考え、
語ってきたのではかと思いす。そこで、ロータリーを小学
生にわかる様に話す事を心掛けてお話をしていきたいと
思います。ロータリーという組織は決して複雑で難解なも
のであってはならないし、そうなるものでもありません。
なぜならばロータリーの理念は古くから人間が大切にし
てきた道徳、つまり寛恕（広い心で許す）（わたしは、思
いやりの心、助け合いに心と言っております）。ですから 
ロータリーが訴えかけている奉仕の理念は時代を超えて
変えてはならないロータリーの心と呼びなおしてもいい
と思います。ここで、ロータリーのこころを小学生にわか
る様に話させていただきます。 
「昔、インドに相思相愛の王様が最愛の奥様に、「よく考
えてみると、私は、最愛のお前より、私自身が一番愛しい
ように思う。」といい、奥様も、「実は、私も、貴方より私
自身の方が一番愛しいと思います。」と答えられました。
王様は「皆が皆、自分自身が一番可愛いと思ったら、この
世の中は成り立たないね。お釈迦様に聞いてみよう。」と
云ってお釈迦様に尋ねたそうです。お釈迦様は、「人間は
誰でも皆、自分自身が一番可愛いのです。ただ、相手も、
自分自身が一番可愛いと思っていることを忘れないよう
に。」とお諭しになられました。 
ここから、相手に対する思いやりの心が芽生え、自分以外
の人に対する愛が始まるのです。これがロータリーの心で
あります。ここで職業奉仕の説明をします。職業奉仕は儲
けたいという内向きのエネルギーとお客に役立ちたいと
いう外向きのエネルギーの調和ですこれは寛容なくして
は果たせません。この相反するエネルギー中心に、ロータ
リーの心（相手に対する思いやりの心）を置くことが職業

奉仕であります。またこれが巡り巡って自らの利益へ帰っ
てくるという因縁果律（世の中の成り立ちは、善悪で構成
されているのではなく、あくまで前世因縁 なのである）。
です。地球上でボールを投げあげたら、やがて地上に落ち
てくることに似て、覆すことのできない自然の法則なので
す。だからこそ永続きしているのです。 
ロータリーの変貌と行く末 
奉仕の第１世紀を終え、国際ロータリーはロータリアンに
「ロータリーの心」を浸透させ、ひいては世間の人に高潔
性を以ってなるロータリーとして認知してもらうという
初期の目的を達成することに失敗しました。 
「ロータリーの心」は世間で認知されないばかりか、ロー
タリアン自身の職業上の不正も相次いでいます。ロータリ
ーの存在すら世間に認知されていないありさまです。アイ
ンシュタインは語りました。「同じことを繰り返しながら、
違う結果を期待することは、狂気である」と。かくして RI 
は従来の手法を変えて出してきたのが、「戦略計画」、財団
の「夢計画」に他ならないのです。「戦略計画」それを支
える「夢計画」で訴えていることは、「人道的奉仕活動の
重点化と増加」であります。そのための財政的支援、それ
を可能にする会員増強、それを促進する公共イメージ、認
知度の向上を目指したのです。ところが「人道的奉仕」が
「職業奉仕」を凌駕してしまったのです。この変貌が行く
末を不安にしてしまっている現在です。 
例会出席の重要性 2016 年の規定審議会の改正で例会や
出席、さらに会員の種類までクラブ独自で決めることがで
きます。 
例会の頻度を最低月 2回にすることが可能になりましたし、
出席や会員の種類につきましても独自の規定を定めるこ
とも可能になりました。 
私の地区方針（ガバナー信条）は最も出席する者最も報い
られる。この方針は完全に RIの方針と逆行しております。
RI のジョン・ヒューコ事務総長は戦略的な焦点の一つとし
て、出席要件よりも参加を重視すると決めたら、ロータリ
ーはどんな組織になるでしょうか。神聖化された伝統の一
部を真剣に見つめ直し、クラブが一番よいと思うやり方で
運営するための柔軟性をもたせる時期が来ているかもし
れません。参加しやすいクラブをつくれば、より多くの人
にとってもっと魅力的な組織になるのではないかと考え
ます。繰り返しますが、重要なのは出席ではなく参加です。 
会員数が減少しているほかの地域、つまり過去と同じ方法
では私たちの「商品」をもはや買ってくれなくなった「市
場」では、見直しが必要です。 
ロータリーでの素晴しい伝統、それは私たちがつくった伝
統です。伝統をつくって実践してきましたが、私たち自身
が伝統に乗っ取られるべきではありません。もはや目的を
果たさなくなったのであれば、私たちがそれを変えられる
のです。と言われております。この様な考え方が RI の根
底にあります。しかし、私は例会の目的は癒しの場、憩い
の場である殿と同時に、異業種の仲間たちとの親睦や職業
上の発想の交換を通じて、相互に分かち合いの精神による
事業の永続性を学びあい友情を深め合い、反省や志の再確
認をし、自己心の改善を図ることであり、その結果として
奉仕の心思いやりの心、助け合いの心が生まれてくるのだ
と思います。 
米山梅吉翁が言われた（ロータリーの例会は人生道場）と
は、会員同士が切磋琢磨、自己研さんして奉仕の心、職業
倫理を高めるという事であります。 
国際ロータリーも日本のロータリーも例会に対する考え
方が乖離してきていますが互いの長所は伸ばし、短所は改
善し急激な改善ではなく時間をかけてロータリーの本質
とは何かを考えていかなければならないと思います。 
 

［ロータリー］このシンプルにして、深きもの 
2680地区 PDG久野薫著 参照 
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＜6月のお祝い＞ 
 

＜会員誕生日＞ 

田中 雅昭   Ｓ３２年 ６月２０日 

津田 久嗣   Ｓ３５年 ６月２５日 

古橋 ひと実       ６月２５日 
 

＜夫人誕生日＞ 

高木 純    和代    ６月 ２日 

新宮 一郎   智子    ６月１７日 

黒地 重雄   千織    ６月１９日 

周 信夫    真奈美   ６月２５日 
 

 

 

＜結婚記念日＞ 

田中 雅昭   Ｓ５９年 ６月 ２日 

中田 一男   Ｓ４７年 ６月 ３日 

西倉 良介   Ｓ５５年 ６月 ８日 

黒地 重雄   Ｓ４９年 ６月２０日 

仲谷 政美   Ｓ４４年 ６月２６日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
＜ニコニコＢＯＸ＞ 
 
本日、2回目のお邪魔をさせて頂きます。よろしくお願い
します。 高山西ＲＣ 杉山和宏様 
 

高山西ＲＣの杉山和宏様のご来訪を歓迎致します。  
理事役員一同 

 

高山西ＲＣの杉山和宏様のご来訪を歓迎致します。  
今井 俊治 

 

高山西ＲＣの杉山和宏様のご来訪を心より歓迎致します。
節分の折は大変お世話になりました。酒盃を共に出来る日
を楽しみに。               平林 英一 
 

先週は、月末でバタバタしているうちに例会出席を忘れて
しまいました。今後は気を付けたいと思います。 
 古橋 ひと実 
 

 
 

 
奥さんの誕生日にお花をありがとうございます。ど忘れし
ていたので来年は 3日前にお願いします。ニコニコ目標額
達成までまだ足りません。全会員の皆様がご協力頂いてい
ると思いますが、まさかニコニコを 1回も出していないメ
ンバーが見えましたら何卒ご協力の程お願いします。  

高木 純 
 

高山西ＲＣの杉山和宏様のご来訪を歓迎致します。先月は、
誕生日と結婚記念日お祝いを頂きありがとうございまし
た。 高橋 厚生 
 

議会で早退します。 渡辺 甚一 
 

大変申し訳ありませんが、本日 途中でご無礼させて頂き
ます。すいません。 海老沢 玲子 
 


